
2017年度三田祭論文コンクール結果

今年度の三田祭論文審査の結果は以下の通りです。

受賞したゼミの論文は研究会名をクリックすることで閲覧できます。

受賞ゼミの皆さま、おめでとうございます！

金賞　赤林英夫研究会　井深陽子研究会

銀賞　中西聡研究会　星野崇宏研究会

銅賞　坂井豊貴研究会　廣瀬康生研究会

次点　石橋孝次研究会　駒形哲哉研究会　山田浩之研究会

受賞したゼミの論文は研究会名をクリックすることで閲覧できます。

受賞ゼミの皆さま、おめでとうございます！



コンクールの流れ

事前に審査員のご自宅に各研究会の論文冊子をお送りいたします。あらかじ

めその論文を読んでいただき、各研究会の研究内容について評価していただ

きます。次に三田祭期間中に、審査員の方々に各研究会のブースに回ってい

ただき、展示内容について審査していただきます。

審査結果については、三田祭期間中に集計を行い、後日に総合点が高かった

6つの研究会を上から順に金賞(2つ)・銀賞(2つ)・銅賞(2つ)として、後日、経
ゼミの総会で発表・表彰します。

ご意見等がございましたら、経済学部ゼミナール委員会へお知らせください。



2017年度　三田祭論文コンクール投稿規定

以下に、本年度の投稿規定を掲載いたします。三田祭論文コンクールに応募を

検討されている研究会の皆様はご確認お願いいたします。

以下の投稿規定が一つでも守られていない論文は全て採点対象外とさせてい

ただきますので、ご了承ください。

1　研究会での研究成果を公募する。論文は未公刊，そして他のコンクール・発
表会などに未投稿のものに限る。

2　論文は原則として1テーマ1結論である。明確な主張があり，明解な論証が
行われていること。結論の論証に不要な論述，図，表，データは記載しないこ

と。

3　論文のテーマにかんする先行研究のサーヴェイがあり，論文の意義（net
contribution）が明確に説明されていること。
4　論文の形態はつぎのような指針を求める。
4.1　論文は，参考文献，図，表，数学的証明などを除く本文30,000字を上限
とする。

4.2　用紙はA4とする。上下左右に30mmの余白をとり，11pt，36字×34行
程度を基準として1枚1000～1200字に抑えること。100ページを上限の目安
とする。

4.3　参考文献、ページ数、要約を記し、目次を付けること。
4.4　書体は明朝体，century(英数字)とする。
4.5　A4，1枚程度のアブストラクトをつけること。
4.6　図，表を引用するときには出所を明記すること。データ源を明示すること。
4.7　図，表，数学的証明の本文への挿入は最小限にとどめ，付録として添付
すること。

5　数式を用いた論文はTeXの使用を推奨する。
6　表紙には研究会名と執筆者名を明記すること。
7　論文はPDFと印刷物の両方を提出すること。
8　コンクールの審査結果に対する異議または問合せは一切受け付けない。





2017年度　三田祭論文発表スケジュール

例年と同様、経済学部の各研究会による三田祭論文発表を、以下のスケ

ジュールで行います。

【日時】三田祭期間中11/23(木)～11/26(日)10:00開始
【場所】慶應義塾大学三田キャンパス南校舎422教室
※25日(土)　15:30～17:00 において、経ゼミ講演会を開催いたします。
詳しくは 三田祭講演会のページ をご覧ください。ご来場お待ちしております。

http://keizemi-keio.info/wp/kouenkai/

